
0

1 頁平成19年 5月22日  10時21分  作成

02 総務費

01 総務管理費

01 一般管理費

防災安全課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成19年度 001 一般会計

４号補正

113000000

011206

045

00

0

00

自主防災組織育成事業 ゆとりある心豊かな米子

災害に強い地域社会づくり

魅力あふれる定住のまちづくり

『暮らし』がいきいき

0

01,900000

1,9001,9004,3002,400

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

21 1,90019 1,900負担金補助及び交付 諸収 03 03 03 028
自治総合センター助成金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

（補正理由）
　（財）自治総合センター所管の「平成１９年度コミュニティ助成事業（自主防災事業育

●旗ヶ崎３区北自治会防災委員会

成事業）地域安心安全ステーション整備事業」の交付決定があったことによるもの。

　自主防災組織の活性化及び育成、また自主的な防災活動の促進を図る。
（事業概要）

　資機材の整備を図ることにより、地区の防災力の向上が図られる。
（事業効果）
く必要がある。
・救護面での体制整備の強化をはじめとするソフト面とハード面の両方の充実を図ってい
　本防災会は、平成１７年７月に設立されたばかりで、まずは、災害時における避難誘導
（現　　状）
●永江７区防災会
　ハード面の充実を図ることにより、地区の防災力の向上が図られる。
（事業効果）
世帯の増加傾向に鑑み、地域としての対処策の確立が急がれる。
　地域内に平成１２年の鳥取県西部地震で大きな被害を受けた地域があったことや高齢者
（現　　状）

災害対策基本法第5条第1項・2項、災害対策基本法第7条第2項

財源内訳の積算基礎
１）コミュニティ助成事業（自主防災組織育成事業）地域安心安全ステーション事業

　自主防災組織数　　１２０団体（平成１９年４月１日現在）　組織率　２８．７％
（参　考）

　　旗ヶ崎３区北自治会防災委員会　　1,000,000円（防災資機材等整備）
　　永江７区防災会　　　　　　　　　　900,000円（防災資機材等整備）　

会計 001 一般会計 02款 01項 01目 04500000事業 1頁



0

1 頁平成19年 5月22日  10時22分  作成

10 教育費

01 教育総務費

02 事務局費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成19年度 001 一般会計

４号補正

5502000000

044541

040

00

0

00

問題を抱える子ども等の自立支援事業 ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

0001,4500

1,4501,4501,4500

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

16 1,4501 1,152報酬 都道 03 05 05 001
9 144旅費 問題を抱える子ども等の自立支援事
11 127需用費
12 27役務費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　いて未然防止、早期発見・早期対応につながるような効果的な取り組みについて①子ど
　もの状況の把握のあり方②関係機関等とのネットワークを活用した早期からの支援のあ

①事業計画

　
　ができ、児童生徒に対して多用で効果的な支援を行うことができるようになる。
　連携することで、情報を共有しながらそれぞれの機関の特性を生かした対応を行うこと
　児童生徒の問題行動や暴力被害、いじめ等の諸問題に対し教育と福祉に関する諸機関が
②事業効果
　り方といった観点から実践研究を行い、その成果等を普及させる。

　不登校、暴力行為、いじめ、児童虐待への対応といった、学校が抱える課題につ　　　
①事業概要

　
　・学校と関係諸機関との連携の充実を図ることができる
　・情報の共有化により、子どもに対して早期からの支援が可能となる
　　きる。
　・教育と福祉に関係する機関が連携した対応をとることができ、より効果的な支援がで
②事業効果
　　支援のあり方等について研究実践を行う。
　　諸機関と連携しながら、子どもの状況把握や早期からの支援を行い、効果的な
　　教育委員会事務局に指導員１名を配置し、児童生徒の問題行動に対応する関係　　

①財源内訳　　すべて県支出委託金。補助率1/1
　

会計 001 一般会計 10款 01項 02目 04000000事業 1頁



0

1 頁平成19年 5月22日  10時23分  作成

10 教育費

05 社会教育費

03 図書館費

生涯学習課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成19年度 001 一般会計

４号補正

5503000000

004771

002

00

0

00

図書購入費 ゆとりある心豊かな米子

生涯学習社会の実現

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

01,000000

1,0001,00015,37214,372

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

18 1,00011 需用費 寄付 01 02 01 003
18 1,000備品購入費 社会教育費寄附金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

民の文化的教養を高め得るような環境を整備する。
平成19年4月24日付けにおいて、青少年健全育成に資する図書の購入に充てるために寄附

(1)事業計画

の高揚に寄与する。
図書資料の充実により、青少年により一層の読書機会を提供し、市民全体の文化的教養
(2)事業効果
金を受領したため、寄附目的に沿った資料収集を実施する。

市立図書館において市民の利用に供するための図書、記録、視聴覚資料の充実を図り、市
(1)事業の概要

①小学校高学年、中学生用図書の充実

図書館法第3条に規定する業務

社会教育費寄附金　平成19年4月24日　1,000,000円

会計 001 一般会計 10款 05項 03目 00200000事業 1頁



0

1 頁平成19年 5月22日  10時24分  作成

11 公債費

01 公債費

01 元金

財政課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成19年度 001 一般会計

４号補正

104000000

005125

001

00

0

00

起債償還元金 みんなのための市役所

効率的な行政運営の推進

市民に信頼される市役所づくり

『市役所』がいきいき

0

0148,724000

148,724162,5086,878,9526,730,228

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

21 148,72422 補償補填及び賠償金 諸収 02 05 01 001
23 148,724償還金利子及び割引 地域総合整備資金貸付金元利収入

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

行うもの。

地域総合整備資金貸付事業繰上償還元金

額繰上償還されることから、貸付原資として借り入れた地方債についても全額繰上償還を
医療法人大淀会に対して行ったふるさと融資については、平成１９年５月１０日付けで全

※平成１９年４月２日償還後の未償還元金を一括償還
・平成１７年度　　 132,108千円　　
・平成８年度　　　　10,800千円
・平成７年度　　　　19,600千円
（医療法人大淀会）

・地域総合整備資金貸付金元利収入
　　医療法人大淀会に対して行ったふるさと融資について、全額繰上償還を受けるもの。

会計 001 一般会計 11款 01項 01目 00100000事業 1頁


